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島 ・ 化 石 


数 千 万 年 前 の 秩父 山地 は 海 
中 の 一 島 で , 秩父 盆地 ゃ 湾 
だ っ た . 勿論 , 東京 湾 も な 
く 直接 寒流 が 三峰 口 附近 ま 
で 来 て いた . つづ く 第 三 紀 
の 間 に は 造山 運動 が 多く , 

秩父 山地 も 隆起 , 海浜 に い 
た 生物 は 化石 と な っ た . 化 
石 に は 貝類 ・ フ ジ ツ ボ ・ 砂 
鍋 な ど . 隆起 すし た 日 本 は 
大 陸 と 地 続 き と な り , 暖流 
に 洗わ れ た . 餅 ・ 珂 ・ 象 
の 先祖 な どの 時 代 だ っ た . 

関東 平野 は 海 の 底 で , 気候 
は 今 の 東南 アジ ヤ の 暖か さ . 
つい 最近 , 旬 の 先祖 の デス 
モス チル ス の 歯 の 化石 が 発 
見 され た . 世界 で も 珍し い 、 
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海 と 懸 崖 と 岩 畳 と の 総合 

れ た 美 を 展開 し た 長 海 は , 

観光 と 地質 学 の 研究 に 著名 
な 地 . 緑 泥 片岩 ・ 角 関 石 片 
岩 な どの 塩基 性 岩 や . 石 明 
片岩 ・ 絹 雲母 片岩 ・ 紅 笠 片 
岩 ・ 赤 鉄片 娠 な どの 填 質 片 
岩 を 含む 三波 川 式 変成 岩 か 
ら な っ て いる . 山 紫 水 明 と 
た た えら れる 長 海 飲 料 用 
の 地下 水 に は 乏しい . ご く 
最近 , ボー リン グ て 水脈 を 
探り あて た そう だ か ら , 茶 
店 で 水 が 飲 め る よう に な る 
の ゃ 遠い こと で は ある まい 、. 


エー デー 


全 波 ( 神 則 村 ) 


小森 川 ( 両 神村 際 近 ) 


年 流 が 入 交 盆地 


ーー 失 納 発電 所 (神泉 


地 改 和良 


秩父 盆地 周辺 に は 断層 が 多 
い . 地質 時 代 に 海底 で 地 志 


り し て 隆起 し た 地形 も ある . 


盆地 の 荒川 に は 豊富 な 水量 
は 見 られ な い . ご ろ ご ろ し 
た 石 礁 ば か り だ . これ は 水 
勢 の は げ し い 証 吉 , だ か ら 


盆地 の 人 は 水 を 大 切 に する . 


台地 の 畑 や 妻 と 抄 が 多い . 
川 を 協 き 止め 水 を 台地 に ひ 
いて 収穫 を 高め よう と 努力 
する . 谷間 か ら 山 頂 近く ま 
で 設け られ た 砂防 坦 は 土砂 
の 流出 を 防ぐ の が 目的 . 秩 


父 一 帯 に は 砂防 の 堀 が 多い . 
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秩父 盆地 の 生活 


約 570 年 ほど 前 , 柄 氏 の 子 
独 が この 地 に 落ち の び , 日 
光 か ら 滞 師 数 人 を 招き 諏訪 
神社 の 祭り に 踊ら せ た の が 
獅子 無 の は じ め あと いう . 牡 
獅子 2, 牝 獅 子 1, 花笠 2 
に 笛 , 太鼓 を 混 える . ささ 
ら と は 花 釜 の も つ 位 製 の 楽 
器 . 各地 の 獅子 舞 も る ここ が 
本 家 だ そう だ . 秩父 の 農家 
生活 改善 運動 で 変っ て ゆ 
く が , 外観 は ほとん ど 変 ら 
な い . 冬 の 秩父 点 を さけ る 
た め 家 々 は 谷 に 平行 し て 棟 
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花火 製造 ( 横 汰 村 ) 


秩父 盆地 の 閣 業 


秩父 銘 仙 は 第 44 代 元 正 天 畠 
の 時 , 高麗 人 が 入間 の 山 ぞ 
い に 養 往 を 興し 機織り の 技 
術 を 援 け , 次 第 に 秩父 地区 


ー 帯 に 普及 し た の が 始ま り 


現在 , 小幅 7, 000 台 , 広幅 
2, 000 台 の 動力 織機 を 有 し , 
銘 仙 の 他 , 広幅 織物 も 生産 
され 年 産 額 36 億 円 、 無尽 蔵 
の 原料 を 控え た セメント エエ 
業 は 年 産 70 万 屯 . 天正 年 間 
に 伝来 し た 花火 は 江戸 の 花 
火 と し て 隆盛 を 極め た . 天 
保 年 間 に は じ め あら れ た の ゃ も 


ある . 年 額 7,000 万 円 以上 、 
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丘陵 地帯 の 女 化 


小川 町 , 越生 町 , 飯能 市 な 
ど 丘 陵 に 沿っ た 町 は 水 が と 
て ゃ 豊富 だ . それ は 丘陵 下 
緑 か ら 浸 み 出る 地下 水 の た 
めで ある . けれ ど ぁ 丘陵 の 
上 部 は 水 に 乏しい . この 地 
帯 の 開拓 の た め に , 江戸 時 
代 に 沢山 の 溜池 が 設け られ 
て 今 で も 利用 され て いる . 
狭山 湖 は 昭和 9 年 に 出来 た 
東京 都 水 源 地 で , 多摩 川 か 
ら 水 を ひく . 容 量 3, 435 万 立 


方 米 , 都民 22 日 分 の 飲料 水 . 


戦後 で きた ユネ スコ 半 は 狭 
山 湖 一 帯 を 遊覧 地 化し た . 
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て いる . 本 県 は 長野 ・ 群 馬 
に 次 ぐ 養 委 県 , 産 謀 額 は 年 
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日 本 各地 で 毎年 きま っ て 見 
舞 わ れる の が 洪水 . 政府 の 
炎 害 補助 金 ゃ 予算 の うち で 
初め か ら 覚 悟 の 訳 だ . 江戸 
に 幕府 が ひら か れ て , 徳川 
氏 は 東京 湾 に 注い で いた 利 
根 川 を 太平 洋 に 向け る 工事 
を 計画 し , その 任 に あたっ 
た の が 伊奈 備前 守 で 忠次 ・ 
忠治 ・ 忠 克 と 親子 三代 に 
た り , 堤防 を 築い た り 用 水 
を 開 さ くし た り し た -. 今 の 
利根 川 の 流 路 も その 時 で き 
た ゃ の . 今 か ら 300 年 ゃ 昔 
の 話 で ある . 行幸 堤 は 潤 水 
の 折 , 利根 の 逆流 を 防ぐ た 


め 明 治 8 年 18, 400 円 で 築造 . 


昭和 22 年 の カス リン 台風 の 
惨状 は 脱 往 に あたら し い 、. 
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埼玉 県 の 半分 以上 を 占め る 
関東 平野 は 江戸 時 代 以 前 は 
荒 漢 た る 荒地 だ っ た . 徳川 
氏 は 本 県 を 江戸 へ の 物資 供 
給 の 地 と し て 直結 させ た た 
め , 利根 川 ・ 荒 川 を は じ め 
江戸 川 ・ 新 河 岩 川 ・ 入 間 川 
な どの 治水 に 力 を 注ぎ , 同 
時 に 葛西 用 水 ・ 見 沼 用 水 ・ 
備前 堀 な ど 用 水 を 開発 し て 
港 江 と 通 船 に 便 な らし め た . 
埼玉 県 の 耕地 面積 15 万 町 歩 , 
総 面 積 の 38.59%, 農業 人 品 
は 県 全体 の 499% を 占め , 110 
万 人 , 関東 の 代表 的 農業 県 
だ . 湿 田 は 水田 面積 の 62 %, 
4 万 町 歩 で な や み の 一 つ だ . 
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空 か ら 見 た 平野 


埼玉 県 の 人 口 は 昭和 29 年 1 
ーー 咽 月 {日 現在 224 万 人 で , そ 
* の ぅ ち 平 野 に は 80% 以 上 の 


1 人 が 住ん で いる . 平野 の 集 ay に 衣 。 ここ  / < 
陣 生 。 、 天 落 は 大 て い 屋 敷 森 で 囲ま ラク 3 4 

1 て いる . それ は 冬 , 上 信越 - 東 松 貞 市 /B33 国道 17 号線 の 中 仙道 《 吹 上 上 熊谷) 
の 山脈 を 越し て 太平 洋 側 に ーー om 

pi 吹き お ろ す 関東 の 空 っ 風 , 
し 秩父 と か 赤城 点 と か 言 
れる 強風 か ら ま ゃ る た め だ ., 
" こ 冷た い 北西 風 を 防ぐ た め に 
へ 3 農家 の 北側 か ら 西側 に か け 
っ て , 屋敷 森 を 仕 去 て て いる . 
EscPetpL2 カ PaWtiluigi き 主 ご れれ は 関東 の 集落 に 特色 を 
こ - そえ る ゃ の だ . 春 は ほこ り 
風 で 冬 の 季節 風 か ら 夏 の 季 
節 風 に 交代 する 時 期 に あ た 
り 風 向 は 北 ま た は 南 で 相当 
強い . し か ゃ 武蔵 野 台 地 は 
表面 が ロー ム 層 で 砂塵 を 巻 
き 上 げ る . さえ ぎる も の が 
な い 平野 で は 街道 は 真直 ぐ 
に 伸び , 少し で も 小高 い 丘 
の 六 に は 町 が 出来 る . 海 を 
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熊谷 は 人 口 7 万 , 熊 谷 次 朗 
中 実 が 死ん だ と 称せ られ る 
地 . 県 内 各地 か ら 日 帰り 出 
来る 中 央 に ある た め , 浦和 
に 県 庁 が きま る 前 は 衣 谷 に 
置く 置か ぬ で も め た そう だ 、. 
名 産 五 家宝 は 米 が 原料 . 市 
内 は 区 逢 整 理 の 眞 最 中 だ . 

川越 は 17 万 石 の 城下 町 , 太 
田 道 港 が 長禄 元 (1457) 年 に 
川越 城 を 築き 江戸 の 北門 を 
固め た . 県 内 で は 最も 早く 
栄え た 街 て , 市 制 施行 も 本 
県 最初 (大 正 11 年 12 月 ). 城 
下町 だ か ら 道 路 は 四辻 が 少 
な く , 土蔵 造り が 左右 に 並 
び , 特異 な 家 並 を 見 せ て い 
る . 川越 医 せ ん べ い は 佳 味 . 
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平野 の 産業 


行田 の 足袋 は 忍 城主 , 松平 
信綱 が 天草 征 代 (寛永 14 年 ) 
の 折 , 持参 し た の が 始ま り . 
現在 , 年 産 6,500 万 足 . 全 
国 の 半分 を 生産 する . 我 服 
産業 ゃ 代表 的 産業 , 年 産 31 
億 円 , 岡山 県 と 競り あう . 
武具 製作 は 関東 唯一 と いい , 
剣道 長 ・ 柔 道 衣 が 多い . レ 
ー ス エエ 業 は 年 産 600 万 ヤー 
ル , 17 億 円 . 半分 は 輸出 向 
ーー 剛 呈 け . 業 県 だ け に 粒 器具 工 
レー スズ 工場 (上 尾 , 飯能 ) 較 計 EZ: カテ 光生 
ー 鯉 剛 り ゃ 特産 で . ドル 稼ぎ 
に アメ リカ へ ゃ 行く. 東京 
都 の 箇 逢 は 本 県 産 が 大 部 分 . 


武具 製造 (回 ) 


平野 の 産業 () 


植木 と か 盆栽 村 が ある の ゃ 
需要 地 東京 を ひか えて いる 
か ら だ . 盆栽 の うち に は 何 
十 万 円 も する も の ゃ も あ る. 

釣竿 は 輸出 品 と し て 全国 生 
産 の 80%. 材料 は 県 外 産 が 
7 割 を 占め る . 妻 攻 帽 子 は 
妻 革 を 紐 に 編み , ミン シン で 
加工 する . 深谷 の 瓦 は 奈良 
時 代 か ら 使 れ , 最近 年 産 
額 4 億 円 全国 3 位 て 関東 
随 一 . 草加 せん べ い は 昔 , 

大 名 行列 が 草加 に 体 憩 の 折 , 
供 さ れ た 団子 が 粗末 だ っ た 
の で , 焼い て 保 條 する よう 
すす め た の が 起り という. 
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5 | フ 』 
カツ ギ 屋 (栗橋 駅 ) 


本 県 の 野菜 は 殆 ん ど 東 京 へ 
出荷 する . 南瓜 ・ 西 瓜 ・ 導 
子 ・ 胡 瓜 ・ 人 参 ・ 甘 庄 ・ 牛 
其 ・ 甘 藍 な ど が 主 . 東京 都 
民 が 1 日 に 消化 する 野菜 の 
量 は 50 万 貫 , その 中 , 本 県 
か ら は 毎日 平均 259% を 出荷 
し て いる . 早朝 東京 へ 出荷 
し て , 臭い 話 だ が , 肥料 を 
車 や 肥 船 で 運び 込む . 出荷 
の 際 , 競っ て 売 込 む の て 県 
内 の 値段 が 高く つく こと さ 
え あ る . 酷 哉 ・ 養 欠 も 大 消 
費 地 東 京 を ひか えて 活発 で 
あり , 県 南 に は 促成 栽培 の 
ビニ ー ル 温室 も 少な く な い 
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栄 委 ひ バス 5 つ 選 全品 皿 哨 や 
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ーー 書 1 02 の S う 9 つ 全 の | 拒 7 
G 尿 勾 坦 記 弄 つり 光 菩 つい で 868 
” ズ ロ 叶 喘 庄 刺 則 G 舞 長刀 や" 
つ お 和合 『 し 窒 半球 舞 到 環 長 つ ^ 癌 次 王 
長 ^ 料 居 日 只 隊 潤 や っ 電 選 
P4SS” 福地 思 軸 G 暫 ン だ 振 胡 / 咽 
eo ま ト ユー トド AG 店 め So? 


大 宮 市 は 交通 の 要衝 で , 東 
北 ・ 高 崎 本 線 の 分 岐 』 

(京浜 東北 線 ) は 大 宮 が 終点 
で ある . 大 宮 国 鉄工 場 は 日 
本 一 の 規模 を も つ . 人 口 14 
万 2 千 , 浦和 市 に つぐ . 鉄 
道 の 街 ら し く , 車 を 利用 
し た 店 が 牙 傍 に な らぶ . 名 
づけ て 汽車 の まち 商店 街 ". 
東京 都 住宅 地 と な っ た の は 
終戦 後 で , 昭和 29 年 に は 戦 
前 に くら べ 約 50%% の 人 口 増 
加 . これ は 東京 都 住宅 地 の 
遠心 的 移動 を し めす ゃ の で 
ある . 大 宮 公 は , 氷川 
神社 や 県 営 グ ラン ド が ある 。 


、 人 
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東京 の 住宅 地 と な る 西川 


川口 市 は 鋳物 の 街 , 江戸 時 
代 か ら 鋳物 工場 が あっ た こ 
と が 江戸 名 所 図絵 に みえ る 
現在 , 大 小 工場 500 あま り 
月 産 8.000 トン て 愛知 ・ 大 
阪 に 次 ぐ 生 産地 . 戦前 は 荒 
川 の 砂 で 鋳型 を つく っ た が 
現在 で は 知多 半島 の 砂 を 混 
用 する . 小 は 日 用 品 (159%) 
か ら 大 は 工業 機械 (852%) を 
生産 する . 県 立 鋳 物 指 導 所 
で は 技術 向上 に 努め て いる 
西川 口 駅 一 帯 は , 今後 発展 
し て ゆく 東京 の 近郊 住宅 地 
で 、 土地 周旋 屋 が な らぶ . 


浦和 市 は 人 口 14 万 5 千 , 県 

庁 所 在 地 で あり な が ら 浦 和 

駅 に 列車 は と ま ら な い . 日 

本 中 で 列車 が 停車 し な い 県 

庁 所 在 地 は 浦和 だ け だ . 一 

面 全く の 東京 近郊 住宅 地 で 

サラ リー マン の ほとん ど は へ 
東京 へ 出 て 行く . だ か ら 朝 / : 放 ラッ シュ アワ ー( 午 前 8 時 ) 
の ラッ シュ アワ ー は 物 す ご 較 3 

い . 属 問 の 通り は 人 影 が ま 

ば ら で , デパ ー ト や も な く 浦 

和 の 人 は 東京 へ 買物 に 出 か 

ける . 県 庁舎 は 全国 一 の 規 

模 を 誇る 合同 庁舎 . エ 費 8 

億 余 万 円 で 工事 進行 中 . 国 

立 埼玉 大 学 は 浦和 市 に ある 、 
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